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ノ号 ス の 選fR





























内 容 |正答率雪|単 内 マw
近代オ リyピックの 90.2 (1) 巧 技 屈 膝 前 転開催周期
仕 一事 のしかた 95.0 (2) パスケッ ド リ フ yレトポール
校 内競技の 審判l員 85.0 
試合回数の算出 33.3 男腕立て閉脚とび越し. (2) 巧 綾
体操と，関係の深い人 41.8 女腕立てとぴあがり下り
(1) 徒手体操 上下肢， 体側，背腹
千手 国 の体育運動 と 87.2 (1) ノξスケ y ドリプルとシュ トーの実 施の動機 トボール 4逮 統 動 作
〔幻 巧 校 短なわとびくあやとび〉
運援動席会のにきおけ る
応 めかた 88.1 (1) 運動能力 ジグザグ・ ラyニシグ
荷 車 の f昔 Hl 88.7 (2) バレー 正 面 ノf スポール
(1) 運動適性 サ イド・ ステッ y'










ド就率き|単 内 容 |正答率
IJO.O (2) 病の気予とそ防 陽転 の意味と注意 81.12 
110.0 〔壬〕安全な生活 「けいれん」の応急処詮 88_5 
健康と学 筋性疲労の原因 47.7 習や仕事
、
(1)安身心病そ全体のと気な生予や生防続活之淵 中 学 生 の受 け る
11.6 
59.8 予防接種
(2) 運動調節の中 枢 51.8 
55.71 (3) 脳貧血 と日射病の 75.0 急救 処 鐙
88.5 (3) 保健活動 年間保健行事の作成 20.1 
宮9.8 病気と 「うがし、水Jを作る素材 42‘S (4) その予防 「細菌による食中毒』の 4H 予防
19.7 健穣と学 疲 労 回復の姿勢 18.8 
(3) 習や仕事
47.1 物のひっぱり方 85.0 
(4) 心身の発達 青年前期の精神的特徴 45.7 
38_2 日本人の主 要死因 宮8_8
(4) 国民の健康
87.2 同 上 社会的要因 91.1 




















































































































イ この問題は， 1， 5の項目がこつできて正答となるので，解答の正確
1 さが要求される。





イ この問題は， 2， 4， 5の項目が三っともそろってできて正容となる
ので， 34年度の問題に比べて，より解答の正確さが要求されるし.正答
率も低くなったのであろう。



















































































1. 痘そう 3. 腸チ7ス 5. パラチフス



































ロ 腸チフス ・パラチフス・・・・生後3年から 4年までの聞と，それ以上は
60歳まで毎年行う。
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ω ロの問題は 「細菌による食中毒」 に焦点をすえているので.食中毒一般
の中における位置づけをはっきりさせて解答する必要があるにもかかわら
ず，それらについての概念の混乱が災したり，知職・理解のあいまいさや




































































31年度 (3) 7S‘O 
つぎのA群の病状に対して，どのような救急処援をしたらよいか。 B群の手当の
中から，適当なものを選んで，その番号を( )の中に書きなさし、。
A 群 B 若手
a. 脳会i血( ) 1. 涼しいところで衣服をぬがせ，頭をひやし，扇な
どであおぐ。
2. 患部をひやして，安静にする。
b. 日射病( ) 3. J;iifljlをやや高くしてあたためる。
4. 頭部を低くしてねかせ，空気の流通をよくする。
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I ! 水でひ付 2 トドチ~"，"'kIO.:Q 3 ほうたLをする i












































































































33年度 (3) 35.0 










































2. 下痢l腸炎の弓I'lVi 1 ~ 1'; I : I ;I; I ; I; I ; Ii I~ 1 ~ I ~ 
3. 食品衛生週間
4. 世界保健デー
行! 大 水泳 結 養栄間 乾布ますル 而望遼実i主習 年間一そ 核-Fr. う 登 識知 さじ 山 習1 足 の

































































パンー ポー 1'v<J淵 IKオー バー ヰツト)
パλケYトボー ルの規制 (5反則)
パスケツ f;;(ールにお付る"ス

































































a. 準備運動く 〉 く 〉




























































1. からだを前後に曲げる巡動 2. からだを績に曲げる運動
円 tHl
3. ひざを由げ伸ばしする巡動 4.・胸をそらす運動






































































































































』? ? ? ?
、
-0. J -0.2 
-0.3 
l点 7点 +ーー2点→ 一0.5
-0.6邑u二
-1.0 














2. rわたしが審判のとき，1点でチ忌γジコー トをするのを忘れ， 13点のとき


















































33年度 (2) a 50.4 bι32.2 
つぎのa.の問題は男子だけが答えなさし、。b.の問題は女子だけが答えなさい。
〈男子)a. 下の写真はバスケ yトボ ルーのゲーム中の一場面である。ポールを持
っているA君がB君へパスをする場合には，どのパスをするのがもっと
も適当であるか。下のl二二lの中から一つ選んで，その番号をOでかこ















1. ;;ー ・ステッ プ 2. ワJレツ ・ステップ | 














































l × l l o l ……l 図2のよo I I 0 I o x 0 I I I うな体形で，パスのみを用いた攻防 動
I I X I 
0 o I I 0 0 | 作を練習させ，パスの効用を体験させる
図 1・ 図 2 と同時に， イングーセプトの技能をあわ
せ養なうようなことが，この例となるであろう。




陸 上 競 技


















































































(1)体育史 ω休育の目標 .(3) レク リzーション
-42-
(生)家庭体育 (5) 運動衛生 (6) 国際競技
出題されたものをみると
体育史に関するもの2，競技会運営に関するもの2，集団行動に関するもの





第 1学年 (1) 運動種目の特性と選択
(お練習の重要性と棟習に関する諸条件
第 2学年 (1) 運動の身体的効果
(め運動の精神的効果
























31年度 (6) 41.8 
つぎのA群ともっとも関係の深いものを， B群の中から選んで，その番号を
く 〉の中に書きなさい。
A 群 B 群
a. ドイツ体操 く 〉 1. 百ソJf
b. スウェー デユ〆体操く コ 2. ニー ルス ・プッグ





































1. 徒手体操 a. A玄志が強く自由を愛する市民をつくる。
ほ3
2. 器械体操 b. 解剖や生磁の理論に基いてりっぱな身体をつくる。
3. レグリェーショシ C. 背少年に健全な遊び場を与え，不良化を防ぐ。
4. スポーツ d. 強憾で愛国心に満ちた民族をつくる。
























2. 先室長 3. 先生
31年度 (5) 33.3 
つぎの交のく 〉の中に，試合回数を窃きなさい。
5チー ムで決勝戦まで試合唱t行うには， リーグ式の場合は試合回数が会部
















































1~2 2....3 3→4 4→5 
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σO '0 d，も (扇形，マス)6 
(円陣パス〉 (固定・移動〉。‘..，..-0( 2人パス)











































・筋力 ・動力 ・持久性の6要因を強調した運動能力のー商である。 J之し
ている。
そこで，この能力を構成している因子を分析して，それぞれについて検
査することによって，各個人の運動能力の特質を明らかにし，どの蘭がす
ぐれ，どの面が劣っているかを診断したり，ある活動に対する個人の将来
への潜在的な可能性を予診すること含めざして行なわれるのが，運動適性
検査である。
この検蚕の一つである「サイド ・ステップ」は，運動適性の迷動要因を
ほとんど洩らさず含んでいる代表的なものであることがわかるであろう。
(3) 与んとのことによって， rサイド・ステ、yプ」そのものの体育における位
置づけや価値がある程度はっきりし，指導の方向がつぎのようにうち出さ
れるようである。
イ 迷動適性としての総合された運動能力は，各種の遂動を継続的に，活
ばつに学習することによって養成され，特こ遂動のスキノレ学習をとおし
てしだいに高められることはいうまでもないであろう。この問題では，
短距離走・跳躍運動・球技におけるフットワ戸ク ・特に器械運動などの
技能が累積されることによって，好ましい成巣を収めることがでぎるで
あろう。
ロ 短時間に最大の力を発揮させるためには，鞠ムりラクゼーション
(relaxation)の必要であることを強調しなければならない。それは，
このような運動では，筋の持抗関係がうまくいっているかどうか，カ学
的に能率的か，心理的に無理がないかなどの諸条件が充足され'.しかも
それらが相互関連的に協応しあっているからである。
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(2)ポール投伊越し 37.2 
ドリプルをし，ポールを投げ上げ，下図のように張った綱を越えさせ，ポールが
床に落ちない問に反対側でこれを持Iiえ，再びドリフ勺しをし，ボー ル投げ越しが30秒
間に何回できるかを調べる。
5'1:¥. 
1. このテストはu敏しょう性・持久力・筋力・正確度などの運動能力を総
合的にみようとするもので，バスケットボーノレにおける，早く運ぶドリプノレ ・
ドリフツレをしながらの方向変換・正確な投げ上げと捕球などの技能と， ドリプ
ノレやキャリングボーノレに関するノレ pー ノレの知識・理解，機敏で慎重な態度が要求
される。
2. このテストでは，問題のねらいで示したように，主主してバスケットボ
ーノレに関する技能を，限定された時間内で、じ申うぶん発揮しなければならない
が，結果は必ずしも満足すべきものではない。このおもな理由は，次のような
ものでなかろうか。
(1) このテストに使用されたポーノレは，ゴム製6号であるから，今まで使い
なれたものより大きし重いボーノレに大きな抵抗を感じたであろうし，女
子では，この感が特に強い。
評定尺度を設定するにあたって，この辺の事情が軽視されたために，お
そらく成就率に影響したものと思われる。
凶 ボー ノレを空中に投げ上げ，すばやくからだを前方に移動して，落下する
ボ{ノレを捕えるような技能を特別に必要とする運動についての経験が乏し
いことと，慎重さを欠いたための失敗ややりなおし，致命的なもたつきな
どが，原則的に一回だけの実施で為るから，重大なつまずきの原因となっ
-67ー
たで、あろう。
3. この問題のように，運動能力がいろいろの割合で関係し，統合された運
動技能をみようとするテス トを賦課することから，客観テストそのものの指導
や研究に専念する弊害をひきおこし，体育本来の目的を阻害する結果となるの
でないか，という意向があるように思えるが，それは，まことに皮相的な観察
に基づくものと言わねばならない。
なぜなれば，このテストを構造的に分析してみると，前述のように基礎・応
用技能が多分にとりいれられて構成されていることに気づくはずである。従っ
て，テス トそのものの指導をすることよりは，むしろ，基本的な運動について
組織的・系統的に指導することが先決である，という結論がうまれるようであ
る。もちろん，学習効果の判定や，運動適性検査などのために，客観テストを
研究し実施することについて，異論をさしはさむ意味では毛頭ないばかりでな
く，大いに研究やその笑施を望んでやまない。
そこで，このテストでは，ノミスケットボーJレにおけるドリプル・フッ トワ戸
ク・捕球とドリプノレの結合などの按能と，基本的には短距離走を，それぞれの
学習内容において指導しておくことが大切であると思われる。
- (，8ー
あとが き
保健体育科の 「学力」は，どのようなものなのか，その構造はどのようにな
っており，どのように形成されていくものなのか，という根本的な問題を解明
し，それらをじ叩うぶんに身につけさせることのできる学習指導は，どのよう
になさるべきなのか。このような「学力主学習指導の関係」をラ克明するこ之は
容易になし得ることではないであろう。けれども，この研究において，ひとつ
の手がかりをつかむことができたように思えるので，今後さらに，実証的研究
を積み重ねて，この問題を究明していきたいものである。
この研究の「学力検査と学習指導」に関する部分は，下記の諸氏との共同研
究である。
新潟県立新潟高等学校教諭 小黒英作
新潟大学教育学部附属新潟中学校〈前新潟南高校〉教諭 島 文次郎
弱行潟市立二禁中学校教諭 菊池信夫
新潟市立関屋中学校教諭 太田 正
新潟市立鳥屋野中学校教諭 湧井広作
また，教育庁保健体育課岡田正美，五十嵐叉七指導主事にも検討してい
ただいた。よいこ，深甚な語憶を表する。
この研究を主として担当し，執筆した者は三善信ーである。
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